
症例 57  ●69歳 男
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昭和 52年 2月 頃よ り、め まい、ふ らつ きの発作が出現。以後、頻度が徐々に増加

して きたため、 4月 某病院に入院 した。

1)こ の リズムは何か。

2)治療はどうすればよいか。
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(連続記録 )



【症例 57】

心電図診断 完全房室ブロック十心室 自動
上段前半は洞調律。上段 中央 より、P波のみ とな り、QRS波が脱落 (完全
房室 ブロック)。

下段の 3拍は心室性の補充調律 と考 えられる。

一過性の房室伝導障害に対 しては副交感神経ブ ロ ッカー (ア トロ ピ ン )、

β受容体刺激剤 (イ ソプロテレノール)の内服、注射な どが用い られるが、

このような薬斉Jを 投与 して も、め まい、失神発作 をくりかえす例では積極

的に人エペースメーカの植込みを図るべ きである。
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解 説


